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日本におけるサンゴ礁研究の発展

二次大戦以前は、東北大学とパラオ熱帯生物研究所を中心に
サンゴの優れた研究があった。

終戦後は、社会経済的に困難であったことと、サンゴ礁の海が
なくなったことが原因になって、停滞した。

しばらくして、70年ごろに海中公園設置運動に関連して国内の

サンゴ群集調査が盛んに行われた。オニヒトデも一役買って
いたといえる。内海富士夫、江口元起、平田國雄先生など。

それ以外は相変わらずさびしいものであったが、時の経過とと
もにサンゴ礁研究はさかんになったが、大きなインパクトは
日本サンゴ礁学会の設立と第10回国際シンポジウム開催に

よってもたらされたものと思われる。



戦 前 の サ ン ゴ 礁 生 物 研 究 者

• 矢部長克 サンゴの分類・分布（1932～1941
• 阿部 襄 岩山湾のサンゴ礁群集の調査、パラオクサビライシの等

• の発生その他（1937～1940）
• 阿戸田研二 ハナヤサイサンゴなどの生殖や発生（1947～1951）
• 江口元起 サンゴの分類（1932、1938～1972～）

• 川口四郎 サンゴの生理、共生藻のGymnodinium sp.との同定、 石

• 灰化が光により促進されることなど多数の重要な報告（1937～最

• 近）

• 馬 廷英 サンゴの成長と温度（1933～1957）
• 元田 茂 岩山湾のプランクトン、水質、カメノコキクメイシの

• 成長など（1940～）



これまでの国際サンゴ礁シンポジウム

第1回 コーチン、インド：1969年1月
参加者：71人 日本人：0

第2回 ブリスベーン、オーストラリア

1973年6月
参加者：267人 日本人：２人

第3回 マイアミ、アメリカ 1977年5月
発表論文：184 日本人論文 ０



これまでの国際サンゴ礁シンポジウム

第4回 マニラ、フィリッピン 1981年5月
参加者：347人 日本人 20人

第5回 タヒチ、フランス領 1985年5月
報告論文：４２４篇 日本人論文８編

第６回 タウンズビル、オーストラリア

１９８８年８月

参加者： ５２１人 日本人 ９人



これまでの国際サンゴ礁シンポジウム

第７回 グアム、アメリカ合衆国 １９９２年６月

参加者： ６５０人 日本人：５８人

第８回 パナマ １９９６年６月

参加者：４８４人 日本人 ２１人

第９回 バリ、インドネシア ２０００年１０月

発表論文：１４３３篇 日本人論文：７５編

第１０回 沖縄 ２００４年６～７月

発表論文：１３５４編 日本人論文；１８９編





戦後のサンゴ礁研究の復活

私の場合：
1957年夏 Hopkins Marine Station でダーウィンの
沈降説にであう

1957年秋 隆起サンゴ礁を学ぶ
1959～1960年夏 久米島のサンゴ礁にもぐる
1961年夏 第10回太平洋学術会議で、久米島調査の
中間報告

1862年～1966年 ハワイ大学でサンゴの 石灰化の
研究

1967年10月 琉球大学就職、サンゴ礁研究のための
いろいろな仕掛けをつくった。



サンゴ礁研究推進の仕掛け（１）

太平洋学術会議（サンゴ礁セッシヨンあり),と国際サンゴ礁シンポジウム、そ
の他のサンゴ礁関係国際会議に参加し日本の印象付けをはかることに
つとめた。
しかし、たいていの場合に日本人の仲間がいなかったので、日本でのサ
ンゴ礁研究が盛んになることを強くのぞんできた。

1973 第2回国際サンゴ礁シンポジウム出席、 以後第6回を除きすべての
シンポジウムに出席

1973 太平洋学術中間会議（グアム）出席、以後頻繁に同会議や中間会議
に出席。 沖縄、太平洋学術評議会評議員となる。 第7回中間会議
（1993）沖縄で開催

1974 米国西部自然史学会（パラオ）出席
1986 MAB-COMARサンゴ礁生態系地域ワークショップ（ボゴール）出席
1987 MAB-COMAR MICE IV MEETING サンゴ礁マングローブ生態系の

保全と管理に関するワークショップとシンポジウムを主催



琉大における
サンゴ礁研究推進の仕掛け（2）

1966 放射性同位元素取扱室（1974文部省認可）を設置

1971 臨海実験所設置、1973年省令化

1981 熱帯海洋科学センターに改組

1994 熱帯生物圏研究センター瀬底実験所に改組

教授６、助教授６体制が整備された。このほかに

客員教授１、助教授１、外国人教授１、助教授１予算措置

Heyward, Glynn, Kinzie, Loya, Tsuda, Titlyanov招聘

1975 海洋学科設置、サンゴ礁学講座設置

1984 文部省科研費海外学術調査による国際共同研究

1989 大学院海洋科学（英語）特別コースの設置、多くのアジ

アのサンゴ礁研究者育成



サンゴ礁学会参加団体の増加

１０５５１合計

69３３研究センター等

３６１８大学

第10回大会

2007年
第1回大会

1998年



日本サンゴ礁学会大会参加団体
発表論文数

１５（株）エコー１６東海大学

０５西海区水産研究所研石垣０７黒潮生物研究所

４５阿嘉島臨海研究所２７沖縄県衛生環境研究所

０６WWFジャパン６１０静岡大学

０６水産土木建設技術ｾﾝﾀｰ１１１東京工業大学

０６水産工学研究所１３２３東京大学

０

１９９８

６美ら海水族館７４７琉球大学

2007１９９８２００７

論 文 数団 体論 文 数団 体



日本のサンゴ礁研究の動向 
日本のサンゴ礁研究 10 年の動向 
 

研究の項目 1998 年 2002 年 2007 年 
サンゴ礁調査 ３ ４ １ 
サンゴ礁の化学環境 8 3 14 
サンゴ礁の物理環境 1 0 5 
サンゴ礁の堆積環境 １ ８ 1 
サンゴの軟体部の代謝 5 2 0 
サンゴの骨格の代謝 1 2 5 
褐虫藻の遺伝と生理 3 2 10 
サンゴの有性生殖・幼生生態 6 4 11 
サンゴの遺伝 2 2 6 
サンゴの害敵生物と病気 0 2 4 
サンゴの共存生物 4 5 18 
サンゴの白化現象 0 5 12 
サンゴの個体群動態 4 4 7 
サンゴ礁生物群集 1 3 8 
サンゴの養殖、移植、種苗生産 2 6 5 
サンゴ礁の保全・教育・社会 3 8 16 
サンゴ礁地形・地質・化石 6 3 8 
合  計 50 63 131 

 
 



日本のサンゴ礁研究10年の動向



サンゴ礁研究動向の特徴

① 化学環境の研究が飛躍的に増えた。有機物と炭酸系動態がいろいろな
角度から細かく検討されている。

② ひところは、赤土流入などが問題であったのが相対的に低下したのか。

③ 褐虫藻はますます詳細の研究が重要になりつつある。

④ サンゴの人工的養殖の必要性が反映されている。

⑤ サンゴ研究の今後の花形となりつつある。

⑤ 共存生物、個体群動態、生物群集の研究は、多様性研究の必要性を反

映していると思われるが、白化現象が進行した今日、研究の対象が縮

小 し、今後の研究が危うくなることが懸念される。

⑥ 今年は最大の白化の年である。調査研究はますます必要となる。

⑦ サンゴ群集の再生、保全はますます必要となりつつある。


